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業績予想の修正（中間業績の見通し）に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年３月期の中間期連結・個別業績見込みが、前中間期の実績値

と比較して、差異が生じる見込みとなりましたので、お知らせいたします。 

なお、当社は当中間期に対する業績予想は公表しておりません。 

 

記 

 
１ 平成 20 年３月期の連結中間業績の見通し（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 中 間 期 実 績            （Ａ） 493 △216 △216 

当 中 間 期 見 通 し            （Ｂ） 1,439 △41 △164 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 945 175 48 

増 減 率            （％） 191.5 81.0 22.6 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期） 

1,682 △192 △299 

 
２ 平成 20 年３月期の個別中間業績の見通し（平成 19 年４月１日 ～ 平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 中 間 期 実 績            （Ａ） 224 △101 △108 

当 中 間 期 見 通 し            （Ｂ） 357 △183 △217 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 133 △82 △109 

増 減 率            （％） 59.5 △81.5 △100.2 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期） 

567 △238 △300 

 

  



３ 中間業績見込みについて 
 （１）中間連結業績 

当中間期の連結業績は、オンラインゲーム事業の拡大や、前期と比して子会社が増加したこと
により売上高は前中間期から大きく増加しました。 
従いまして、事業拡大に伴う費用や、子会社増加に伴う費用の増加等があったものの、経常利益、
中間純利益は前中間期実績を大幅に改善となる見込みです。 

 
 （２）中間個別業績 

当中間期の個別業績は、新規事業開始準備費用や、子会社の管理費用の増加、さらに、ストッ
ク・オプション付与による株式報酬費用の計上等により、経常利益、中間純利益は前中間期実績
を下回る見込みです。 

 
 
４ 平成 20 年３月期通期業績予想について 

当社及び当社グループは、オンラインゲーム事業における、新規オンラインゲームのサービス開始
や、海外での新規地域での事業展開における通期の業績予想が極めて困難であることから、業績予想
の公表を差し控えさせていただいております。 

 

 

以上 

  


